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【手続補正書】
【提出日】平成26年8月5日(2014.8.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のフレームで構成される動画の画像データを、演算装置によって処理する画像処理
方法であり、
　フレーム間の前記画像データの差分を演算し、対象物領域と背景領域とで構成される２
値の差分マスクデータを作成する処理を行い、
　前記対象物領域の中心座標データを演算する処理を行い、
　前記対象物領域の平均輝度値を演算し、前記背景領域に対して、前記平均輝度値に応じ
たグラデーションパターンを施したグラデーションマスクデータを作成する処理を行い、
　前記画像データを、前記グラデーションマスクデータに応じた画像データに変換する処
理を行う、画像処理方法。
【請求項２】
　請求項１において、前記差分マスクデータは、（ｎ－１）フレーム目とｎフレーム目と
の前記画像データの輝度値の差分、及びｎフレーム目と（ｎ＋１）フレーム目の前記画像
データの輝度値の差分より得られる差分画像データを元に、作成される画像処理方法。
【請求項３】
　請求項１または２において、前記中心座標データの演算は、ラベリング処理により求め
られる画像処理方法。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれか一において、前記平均輝度値は、前記対象物領域の各画素の
輝度値を加算し、前記対象物領域の画素数で割った値である画像処理方法。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか一において、前記グラデーションパターンは、前記平均輝度
値に応じて、前記中心座標データから離間する方向に向けて輝度値が減少するパターン、
または前記中心座標データから離間する方向に向けて輝度値が増大するパターンを選択し
て得られる画像処理方法。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれか一において、前記グラデーションマスクデータに応じた変換
が行われる前記画像データは、
　前記対象物領域において、当該画像データの輝度値を用い、
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　前記背景領域において、前記グラデーションマスクデータの輝度値と、当該画像データ
の輝度値との平均値に変換された輝度値を用いる画像処理方法。
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